
伊賀市地域公共交通計画における現行バス交通の見直し手順

現行バス交通

路線機能の分類

準基幹バス

・基幹バスを補完する補助骨格路線
であり比較的高いサービス水準の
維持に努める

・営業路線バス阿波線、玉滝線、
桐ケ丘線

・廃止代替バス（月瀬線以外）※２

地域生活交通

・地域住民のシビルミニマムの観点
から必要最低限のサービス水準を
維持する（原則として平日の対応
を図る）

・行政バス、コミュニティバス

基幹バス（公共交通軸）

・伊賀市の都市構造の骨格を形成す
る放射路線であり、高いサービス
水準を確保する。

・営業路線バス上野名張線、上野
山添線

・廃止代替バス月瀬線 ※１

＜サービス維持基準＞
10往復/日（平日）

・サービス維持に必要となる経費に
ついては、国・県から積極的な
支援を得る。

＜サービス維持基準＞
5往復/日（平日）

・廃止代替バスについては、利用
実態を踏まえた運行経路の見直し、
運行の効率化を図る。

＜サービス維持基準＞
3往復/日（平日）

・必要最小限のサービス維持のため、
地域が主体となった取り組みに
対し、市として支援を行う。

＜事業評価基準＞

次の指標のいずれかを満たすこと。
・平均乗車人数：2.1人以上
・収支率：16％以上
・乗客1人当たりの市負担額
：1,140円以下

＜事業評価基準＞

次の指標のいずれかを満たすこと。
・平均乗車密度：1.9人以上
・収支率：34％以上
・乗客1人当たりの市負担額
：520円以下

事業者による営業路線として
の運行継続の判断 ※４

地域に対する貢献度等を踏まえ運行のあり
方を検討した結果、地域アクセスバスとし
て存続が必要である。

NO

・利用実態やニーズに基づく運行の
適正化及び効率化

・利用促進

住民参加による改善計画
を検討し、改善計画に基
づく運行開始年度を含む
3年間の実績の平均値が
基準を上回る。

地域生活交通以外
での交通確保が必
要である。

YES NO

地域アクセス
バスとして存続

＜市のサポートのもと、公共交通利用不便地区と
しての対応を検討＞
・地域主体の交通システム（地域運行
バスやデマンド運行等）による対応 ※３

・企業バスまたはその他送迎バス等の活用

伊賀市地域公共交通活性化再生協議会地域部
会を中心に、伊賀市と地域が連携し、事業評
価に基づく改善の取り組みを行う。

YES NO

YES

住民参加による改善計画
を検討し、改善計画に基
づく運行開始年度を含む
3年間の実績の平均値が
基準を上回る。

地域生活交通または
それ以外での交通確
保が必要である。

廃止代替バスで
の存続が必要で
ある。

営業路線
バスとし
て存続

廃止代替
バスとし
て存続

・利用実態やニーズに
基づく運行の適正化
及び効率化

・利用促進

廃止代替バス
として存続

地域生活交通またはそれ以外
での交通確保策を検討する。 路線廃止
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※１：基幹バスのうち廃止代替バス路線は、準基幹バスの手順を適用する。
※２：準基幹バスのうち営業路線バス路線は基幹バスの手順を適用する。

コミュニティバス「にんまる」は地域生活交通の手順を適用する。
※３：地域運行バスやデマンド運行等、地域主体の交通システムについては、

その事業目的に応じた評価基準を別途設定する
※４：営業路線バスのうち、三重県生活交通確保対策協議会（以下、「県協議会」）が

地域間幹線系統として維持確保に取り組んでいる路線及び複数市町に跨って運行している
路線は、県協議会の「バス路線の休廃止に係る手続き」の手順を適用する。

※営業路線バス、廃止代替バスについても、必要に応じて地域部会を中心に、
地域との協議を踏まえた改善等の取り組みを行う。

既存路線バスの見直し手順

伊賀市では、以下のとおり現行バス交通の見直し手順を示しており、ここではサービス維持
基準として運行本数を定めるほか、事業評価基準として平均乗車密度や収支率を定めてい
ます。路線バスについては下記手順で見直しを図っていきますが、サービス提供は目安とし、
利用実態を踏まえ、適宜そのサービス水準を設定します。

改正前



伊賀市地域公共交通計画におけるバス路線の見直し手順

全てのバス交通

路線機能の分類

準基幹バス

・基幹バスを補完する補助骨格路線
であり比較的高いサービス水準の
維持に努める。

・営業路線バス阿波線、玉滝線、
桐ケ丘線 ※２

・廃止代替バス（月瀬線以外）
・ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ「にんまる」※２

地域生活交通（行政バス）

・地域住民のシビルミニマムの観点
から必要最低限のサービス水準を
維持する（原則として平日の対応
を図る）。

・行政バス ※３

基幹バス（公共交通軸）

・伊賀市の都市構造の骨格を形成す
る放射路線であり、高いサービス
水準（10往復/日（平日））を確
保する。

・営業路線バス上野名張線
・廃止代替バス月瀬線 ※１

＜事業評価基準＞

次の指標のいずれかを満たすこと。
・平均乗車人数：２.１人以上
・収支率：１６％以上
・乗客1人当たりの市負担額
：１，１４０円以下

＜事業評価基準＞

次の指標のいずれかを満たすこと。
・平均乗車人数：２.６人以上
・収支率：３４％以上
・乗客1人当たりの市負担額
：５２０円以下

事業者による営業路線として
の運行継続の判断 ※４

地域に対する貢献度等を踏まえ運行のあり
方を検討した結果、地域生活交通として存
続が必要である。

NO

・利用実態やニーズに基づく運行の
適正化及び効率化

・利用促進

住民参加による改善計画
を検討し、改善計画に基
づく運行開始年度を含む
3年間の実績の平均値が
基準を上回る。

地域生活交通以外
での交通確保が必
要である。

YES NO

地域生活交通
として存続

地域生活交通以外での交通
＜市のサポートのもと、公共交通利用不便地区と
しての対応を検討＞
・地域主体の交通システム（地域運行
バスやデマンド運行等）による対応 ※３

・企業バスまたはその他送迎バス等の活用

伊賀市地域公共交通活性化再生協議会地域部
会を中心に、伊賀市と地域が連携し、事業評
価に基づく改善の取り組みを行う。

YES NO

YES

改善計画を検討し、改善
計画に基づく運行開始年
度を含む3年間の実績の
平均値が基準を上回る。

地域生活交通または
それ以外での交通確
保が必要である。

廃止代替バスで
の存続が必要で
ある。

営業路線
バスとし
て存続

廃止代替
バスとし
て存続

・利用実態やニーズに
基づく運行の適正化
及び効率化

・利用促進

廃止代替バス
として存続

地域生活交通またはそれ以外
での交通確保策を検討する。 路線廃止
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※１：基幹バスのうち廃止代替バス路線は、準基幹バスの手順を適用する。

※２：準基幹バスのうち営業路線バス路線は基幹バスの手順を適用する。
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ「にんまる」は地域生活交通の手順を適用する。

※３：地域運行バスやデマンド運行等、地域主体の交通システムについては、
その事業目的に応じた評価基準を別途設定する

※４：営業路線バスのうち、三重県地域公共交通協議会バス専門部会（以下、「県協議会」）が
地域間幹線系統として維持確保に取り組んでいる路線及び複数市町に跨って運行している
路線は、県協議会の「バス路線の休廃止に係る手続き」の手順を適用する。

※営業路線バス、廃止代替バスについても、必要に応じて地域部会を中心に、
地域との協議を踏まえた改善等の取り組みを行う。

バス路線の見直し手順

伊賀市では、伊賀市地域公共交通計画の施策２「バス路線の維持・改善」
において、以下のとおり、バス路線の見直し手順を定めています。

改正案 資料３
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